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志友会　大川　陽一

議　員　人口減少に係る本市の将
来の見通しについて伺います。
おおた未来戦略部長　令和22年
には総人口が２年比で約7.7％、年
少人口は約16.6％減少する見込み
です。
議　員　これは公共施設の在り方
を先送りできないことを示しており、
公共施設白書の概要版や地図情報
を公表し、地域の施設と抱える課題
を市民に分かる形とすることが必要
と考えますが、所見を伺います。
おおた未来戦略部長　概要版の
作成は行っていませんが、地図情報
を活用した施設の配置については、
検討していきたいと考えています。
議　員　施設再編に係る市民との
合意形成の手続きを制度化し、検
討過程や比較結果を公表する取り
組みについて所見を伺います。
おおた未来戦略部長　市民との合
意形成は最も重要であると認識して
います。制度化や公平で幅広い意

見を集約できる仕組みについて、研
究していきたいと考えています。
議　員　公共施設再編を重要政策
に位置付け、先頭に立って取り組む
決意について市長に伺います。
市　長　市長の重大な責務であり、
市民サービスの維持向上と財政負
担の軽減を図ることは難しい課題で
すが、先を見据え、将来世代に過度
な負担を残さない、未来に誇れる太
田市のため、強い決意を持って取り
組んでいきたいと考えています。
■その他の質問
▷コミュニティ・スクールについて

　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例会
最終日に行われた委員長報告から要旨を抜粋してお知らせします。

委員会では 委員会では 次の議案を審査しました次の議案を審査しました

■太田市手数料条例の一部改正に
ついて
説明　令和９年２月１日から市民課
が所管する証明書などの交付手数料
と運用の統一化に伴い、市民税課が
所管する所得課税証明書のコンビニ
交付手数料を３００円から２００円に改
めるものです。
審査結果　原案可決

市民文教委員会

■太田市印鑑条例の一部改正につ
いて
説明　出入国管理及び難民認定法
等の一部を改正する法律の施行に伴
い、個人番号カードと在留カードなど
が一体化することで、個人番号カード
の機能を持つカードが３種類になるこ
とから、所要の改正を行うものです。

総務企画委員会総務企画委員会

市民文教委員会市民文教委員会

審査結果　原案可決

■損害賠償の額の決定及び和解に
ついて
説明　平成２５年９月５日、太田市立
韮川小学校給食室で給食調理員が
誤って大食缶の内容物をこぼし、給食
の受領と運搬のため来室していた児
童の両側下

か た い

腿に熱傷を負わせたこと
に関し、損害賠償額を決定し、和解を
しようとするものです。
審査結果　原案可決

都市産業委員会

■財産の取得について
説明　太田西部幹線整備事業用地
として、脇屋町１０９５番２ほか３１筆、
田・畑、１万２，９６３．３５平方㍍の土地
を６，８０８万５，３８４円で、太田市土地
開発公社から取得するものです。
審査結果　原案可決

都市産業委員会都市産業委員会

どなたでも傍聴できますので、気軽にお越しください。
　詳しくは太田市議会ホームページをご覧いただくか、
電話などで問い合わせください。

市議会を傍聴
しませんか？

太田市議会事務局
0276・47・1806　  0276・47・1860
otagikai@mx.city.ota.gunma.jp

　9月7日の本会議で設置された決算特別委員会に「令和7年度太田市一般会
計歳入歳出決算認定について」など7件の議案が付託され、9月16〜18日の3
日間にわたり、慎重に審査を行いました。
　各委員の審査後、総括質疑が行われ、採決の結果、それぞれ認定すべきもの
と決定しました。
　委員会審査での主な質疑、意見を委員長報告から抜粋してお知らせします。
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歳 入

一　般　会　計

問 地方消費税交付金の増額要因
と消費税減税に伴う本市への影響に
ついて伺います。
答 昨今の物価高騰に加え、消費活
動の堅調な推移が影響しています。来
年４月より食料品の消費税が１％に減
額される見込みですが、減収分は国か

らの地方特例交付金で補填されるこ
とが想定され、本市への影響は限定
的であると見込んでいます。

●教育費に係る歳入
■主な質疑
▷奨学金の返還免除制度の利用状
況・効果について
▷広告掲載やネーミングライツなど
スポーツ施設における歳入確保に
ついて

●総務費
問 １％まちづくり事業の活動実績や
運用状況、事業拡大について伺いま
す。
答 令和７年度に多くの事業が採択
され、地域での市民活動の支援が図
られました。これを踏まえ、８年度は採
択基準の見直しだけでなく、電子申請
や行政センターでの相談・提出対応
を導入し、今後は若者が参加しやすい
仕組みづくりや市提案型補助事業も
検討したいと考えます。

●民生費
問 屋内型遊戯施設利用者補助事
業の廃止理由と今後の制度設計につ

いて伺います。
答 市全体の事業見直しの中で、利
用者の地域的な偏りなども踏まえ、限
られた財源をより多くの子育て世帯へ
公平に行き届かせるため、給食費や
保育料などの日常的な負担軽減を優
先する観点から廃止したものです。今
後は近隣施設の状況や補助額などを
調査研究し、支援の在り方を検討して
いきたいと考えます。

●衛生費
問 産後ケアについて伺います。
答 利用回数は年々増加傾向にあり、
４月から利用者宅を訪問して保健指
導やケアを行うアウトリーチ型の産後
ケアも開始しました。今後も必要な人
に計画的に利用してもらえるよう支援
していきたいと考えます。

●労働費
問 浜町勤労会館について伺います。
答 年間１万７,000人以上の利用が
ありますが、建設から４０年以上が経
過しているため、修繕を重ねて施設を
維持しています。指定管理期間終了
後の施設の在り方は未定ですが、隣
接する太田市斎場跡地の活用も踏ま
え、検討していきたいと考えます。

歳 出
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